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明
年
、
創
立
50
周
年
を
迎
え
る
東
洋
哲
学
研
究
所
は
、
宗
教

間
の
対
話
と
相
互
理
解
を
そ
の
主
要
な
活
動
の
一
つ
と
し
て
い

る
。
池
田
大
作
創
価
学
会
名
誉
会
長
と
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ラ
フ
マ
ン
・

ワ
ヒ
ド
元
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
大
統
領
と
の
一
連
の
対
話
や

イ
ス
ラ
ー
ム
・
レ
ク
チ
ャ
ー
な
ど
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
特
に

イ
ス
ラ
ー
ム
と
仏
教
間
の
対
話
と
相
互
理
解
に
向
け
て
先
進
的

役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
こ
の
こ
と
に
鑑
み
、
カ
ナ
ダ
出
身
で

世
界
的
に
著
名
な
比
較
宗
教
学
者
・
イ
ス
ラ
ー
ム
学
者
で
あ
り
、

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
の
私
の
恩
師
の
一
人
で
も
あ
る
Ｗ
・
キ
ャ

ン
ト
ウ
ェ
ル
・
ス
ミ
ス
（
１
９
１
６
〜
２
０
０
０
）
の
考
え
の
一
端

を
紹
介
す
る
こ
と
は
有
意
義
と
思
わ
れ
る
。

　

わ
が
国
の
宗
教
学
の
一
般
的
傾
向
が
経
験
科
学
の
方
法
に
基

づ
く
客
観
主
義
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
と
対
照
的
に
ス
ミ
ス

の
宗
教
理
解
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
パ
ー
ソ
ナ
ル
（
人
格
的
）
で
あ

る
と
言
え
よ
う
。
彼
に
と
っ
て
宗
教
と
は
、
対
象
と
し
て
固
定

し
た
も
の
で
は
な
く
、
現
実
の
中
で
の
超
越
的
な
る
も
の
と
の

生
き
た
人
格
的
な
関
わ
り
の
こ
と
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
そ
こ

に
は
内
観
的
理
解
が
不
可
欠
と
な
る
。
と
は
い
え
、
彼
は
け
っ

し
て
客
観
性
を
無
視
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、「
歴
史
家
」

と
し
て
、
宗
教
者
が
超
越
者
と
の
関
わ
り
の
中
で
現
実
に
対
処

す
る
様
を
正
し
く
把
握
し
、
問
題
が
あ
れ
ば
そ
れ
を
共
感
的
に

理
解
し
、
共
に

考
え
、
相
互
に

学
び
合
う
べ
き

だ
と
す
る
。

　

も
と
も
と
彼

は
、
学
生
時
代
か
ら
リ
ベ
ラ
ル
で
は
あ
っ
て
も
、
熱
心
な
ク
リ

ス
チ
ャ
ン
と
し
て
活
動
し
て
お
り
、
40
年
代
前
半
、
カ
ナ
ダ
連

合
教
会
の
牧
師
と
し
て
イ
ン
ド
で
４
年
間
教
鞭
を
執
る
間
、
イ

ン
ド
の
ム
ス
リ
ム
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
、
シ
ー
ク
教
徒
の
知
識

人
や
学
生
と
親
し
く
交
わ
り
、
こ
の
時
の
体
験
が
彼
の
宗
教
理

解
の
方
法
を
大
き
く
決
定
づ
け
た
と
思
わ
れ
る
。
彼
に
と
っ
て

今
や
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
流
れ
の
中
で
、
キ
リ
ス
ト
教
の
絶
対

	

Ｗ
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性
は
過
去
の
も
の
に
な
り
、
宗
教
多
元
主
義
の
時
代
に
至
っ
て

い
る
。
そ
こ
で
は
、
各
宗
教
は
独
自
性
を
も
ち
つ
つ
も
、
人
類

共
同
体
と
い
う
一
つ
の
宗
教
史
の
キ
リ
ス
ト
教
的
、
仏
教
的
、

イ
ス
ラ
ー
ム
的
、
中
国
的
表
現
と
し
て
理
解
さ
れ
る
べ
き
だ
と

す
る
。
こ
の
こ
と
は
同
時
に
、
各
宗
教
の
伝
統
的
立
場
の
主
体

的
創
造
的
見
直
し
を
要
求
す
る
。
そ
の
上
で
、
比
較
に
よ
り
宗

教
者
相
互
の
立
場
の
共
通
点
・
相
違
点
を
明
ら
か
に
す
る
。
と

は
い
え
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
形
式
的
比
較
で
は
な
く
、
当
事

者
が
考
え
る
意
味
の
上
で
の
比
較
で
あ
る
。
そ
こ
に
ス
ミ
ス
は

比
較
宗
教
学
の
役
割
を
み
る
。
そ
し
て
彼
は
、
そ
の
理
念
を
具

体
的
に
大
学
の
教
育
制
度
の
中
に
生
か
そ
う
と
し
て
き
た
の
で

あ
る
。
そ
こ
に
は
、
本
研
究
所
の
理
念
と
共
通
す
る
も
の
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
。（

な
か
む
ら　

こ
う
じ
ろ
う
／
東
京
大
学
名
誉
教
授
）

対談集の論評会が、同国最大のイスラーム団体「ナフダ

トゥール・ウラマ」の本部で開かれ、「模範とすべき文

明間対話の方途を示した書」（同団体のアブドゥル・ム

ニム副書記長）などの発言が聞かれた（本年4月19日、

ジャカルタ）。同国は世界最大人口のイスラーム国

東
洋
哲
学
研
究
所
創
立
者
と
ワ

ヒ
ド
元
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
大
統
領

の
対
談
集
『
平
和
の
哲
学
　
寛

容
の
智
慧

─
イ
ス
ラ
ム
と
仏

教
の
語
ら
い
』
の
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
語
版
（
２
０
１
０
年
刊
）


